
■整備地域全体の不燃領域率の推移
別紙

■不燃領域率の最新状況（整備地域ごとの比較）
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不燃領域率とは？

ポイント➤ ➤
市街地の燃えにくさを示す指標

不燃領域率＝空地率＋（１－空地率／１００）×不燃化率（％）

●空地率 道路、公園などの空地が占める面積割合
●不燃化率 全建物における燃えにくい建物（鉄筋コンクリート

造など）が占める面積割合

不燃領域率が７０％を超える
と市街地の延焼の危険性がほ
ぼなくなるとされています。

不燃化（共同化）の整備例
（中延二丁目旧同潤会地区）
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※ 各整備地域の不燃領域率の推移は、都市整備局のホームページに掲載している 「防災都市づくりの進捗状況（2018年度）」
の中でご覧になれます。


